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政
府
鶴与
覚
轍
、
先
圏
３
日
、
新
型
爾
爛
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
幅
よ
っ
て
所
得
が

一
定

機
鷹
減
少
し
た
世
帯
に
対
す
る
文
援
策
と

し
て
、
１
世
帯
３
０
万
円
の
現
金
を
綸
付
す

る
通
と
を
決
軋
康
し
た
。
給
付
金
が
早
く
揚

く
よ
う
、
自
己
申
告
制
と
す
都
そ
う
で
す
。

世
帯
の
構
成
人
数
の
平
均
は
鵞

２
７
人
と
掛

幅⊇
備と
を
念
国
に
鸞
掛
た
、
お
曲
民
党
の
岸

囲
敵
鵡
会
長
は
述
べ
て
り
ま
す
。
対
畿
世
帯

の
線
勒
繭
な
ど
は
、
中偏聰
朧
窯
に
つ
絣
る
な

の
こ
と
。

製
圏
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
散
が
東
黛
で
１

囲
ｌ
③
９
人
を
趨
え
蜻
感
と
と
な
り
、
隋
難

帰
―
卜
写
わ
か
ら
な
陽
『申
中
感
染
」激
な
場

で
、
螺
鱚
家
腱東
京
撼覺
蒻
の
知
事
・マ
ス
郵
蝿

が
『雛
≪
緊
憩
事
態
宜
賞
を
」
と
脚
う
声
を
上

げ
ゐ
呻
、
安
倍
嘗
襴
躙
な
か
な
か
『
斃
動
へ
鰊

雉
朧
獲
椰
」
を
維
持
し
で
い
懺
窮
。

感
鍮
者
の
鸞
け
入
れ
態
勢
場
進
と
な
ど
あ

る
嘲
で
、
も
う

一
つ
は
「所
得
蘊
颯
臨
彦
購
鶉

輻
声
瘍
拡
大
饂
ね
る
程
度
答
え
な
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と
だ
軋

な
の
で
、
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あ
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ず
¶
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輔
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と
恥

う
案
を
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め
た
よ
う
℃
ず
鶉
、
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鰤
鼈
鯰

ど
う
い
つ
方
法
で
と
い
う
問
題
が
で
彎
く
鶴
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